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*△△大学○○学部（MS 明朝 8pt），**□□大学××学部

English Title: Times New Roman 12.5pt
1頁目にはタイトル(日本語). 著者名(日本語), タイトル(英語), 著者名(英語), 英文要約, キーワード(英語), キーワード(日本語)のみ．2頁目以降に本文を書き始めてください． 


１．はじめに：大見出しMSPゴシック（太字） 12pt
１．１．全般：中見出しMSPゴシック（太字） 11pt
（１）基本的な書き方：小見出し 10pt
ここには，論文の本文を入力する．本文行頭は１字下げる． 本文は日本語であれば「MS明朝」を使用する．また，本文中に英文字で記入する場合は，「Times New Roman」を用いる．句読点は， MS明朝のカンマとピリオド（「，」と「．」）を用いる．本文中の文章は10pt，大見出しは12pt（MSPゴシック【太字】），中見出しは11pt（MSゴシック【太字】），小見出しは10pt（MS明朝）にする．

【章構成のサンプル】
１．大見出し
１．１．中見出し
（１）小見出し
本文

１．２．１ページ目の内容
１ページ目は論文の基本情報を記入するページとして，本文は2ページ目から記入することとする．

２．書式
２．１．書式について：MSPゴシック（太字） 11pt
このテンプレートのタイトル，著者名，本文などはあらかじめフォントサイズなどの書式が設定されている．この書式を崩さずに入力すれば，一行の文字数，１ページの行数など定められた形式で作成することができる．また，章や節，項のタイトルが長く，複数行に渡る場合は，適当な箇所で段落に分けない改行を挿入し，見やすいように各自調整する．

２．２．書式を崩さないように入力するには
書式を崩さないように入力するために他のワードファイルから文章をコピーして貼り付ける場合は，書式を一緒に貼り付けないように注意する．元の文書で文字列をコピーしたあと，このテンプレートに［編集］－［形式を選択して貼り付け］コマンドの「テキスト」を選択して貼り付けを行う．

３．原稿執筆の手引き
３．１．原稿のページ
（１）ページ数
ページ数に制限はない．ただし，図，表内の文字サイズ等から，図，表の大きさが決められるので，十分注意する．ページレイアウトによって，著者の予定ページと異なる場合が多いので，十分な余裕を持たせて計算する．

（２）用紙
印刷のサイズはB5になる．

（２）ヘッダー・フッター
ヘッダーの日本語タイトルや巻号，フッターのページ数は執筆時にはそのままで，事務局で編集する．ただし，1ページ目のフッターにある代表著者の連絡先に関しては各執筆者が作成する．

３．２．論文の種別
１ページの最初に論文の種別を必ず記入する．国際教育学会では以下の論文を受け付けている．
	展望論文
	教育に関する研究の考察を行い，論評しているもの

	論文
	教育に関する独創的な研究論文

	報告
	教育に関係する実践的な活動をまとめたもの



３．３．抄録
論文には，400字以内の英訳SUMMARYを付ける．基本的には改行を認めないが，論文の構成上やむを得ないときは改行を認めることを認める．

３．４．キーワード
論文には，3～5語の英語キーワード（Keyword）とそれに対応する日本語キーワードを付ける． 

３．５．本文
次のように書くことが望ましい． 
（１）はじめに／序論
研究の背景，研究を始めた動機を説明する．また，論文内容の要約と得られた成果を簡潔に説明する． 
（２）本文内容
研究の方法（実験方法，分析方法等），得られた結果，知見，先行研究との比較，考察などを説明する．
（３）まとめ／結論
得られた結論や成果を簡潔に記す．できれば箇条書きとする．残された課題があれば簡単に書く．
（４）謝辞　
　謝辞はまとめ／結論の後に記述する．
（５）参考文献
　　引用した文献を書式に沿って記入する．

３．６．外国語
固有名詞以外の外国語は，できる限り訳語を用い，必要な部分は初出の際のみ原綴を付する．

３．７．図・表・写真
（１）挿入
図，表，写真は，左上，右上，左下，右下の四隅に配置する．各執筆者が図・表・写真を編集し，挿入位置を決めて各自の責任で挿入する．特に写真や図表を張りつけたりする場合は印刷時にかすれたり，見えにくかったりするので，各自で印刷の上で確認する．事務局の判断において印刷上差しさわりがあると判断された場合，別にファイルを提出するように要請する場合がある．

（２）題
図１，表１－１，写真２のように一連番号を付するとともに，必ず題を付ける．題はMS明朝でフォントサイズは9pt．
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３．８．参考文献
（１）記入の書式
参考文献の引用の仕方や記述形式に関してはそれぞれの学会の記述の仕方を参考に執筆する．ただし，フォントはMS明朝，文字の大きさは10pxで記入する．


参考文献（MS Pゴシック10px）
（一行あける）
浦坂純子・西村和雄・平田純一・八木匡（2010），「数学教育と人的資本蓄積－日本における実証分析－」，Quality Education Vol.3，1-14頁．
（上記参考文献の記入の仕方は一例．ただし，どのような記入の仕方であれフォントMS明朝 ポイント数10pxは遵守）

（２）URL
URL(Uniform Resource Locator)アドレスを参照する場合の記述形式は各執筆者の学会における記入様式を参考にすること．ただし，URLはワープロソフトの機能により自動的にハイパーリンクが付されることがあるが，ハイパーリンクを削除するか，あるいはアンダーラインを表示させないようにする．

３．９．注
注はできるだけ少なくする．必要な場合，論文等の最後，参考文献の前に一括して入れ，本文中の該当箇所の右肩に１），２）のように示す．

４．その他
４．１．著作権，他者の人権等への配慮
原稿執筆に際しては，他者の著作権や，研究に関わる個人・集団（研究対象となった個人・集団や研究に関連のある個人・集団）のプライバシーや名誉に関する十分な配慮のもとに行う．

４．２．謝辞
協力いただいた方に対する謝辞を記述する場合は参考文献の前に挿入する．


** 〒606-8501　京都市左京区吉田本町　京都大学経済研究所（日本語住所：MS明朝 8pt）
Correspondence concerning this article should be sent to: Koukusai Tarou, Institute of Economic Research Kyoto University, Yoshida-honmachi Sakyo-ku, Kyoto, 606-8501, JAPAN （英語住所：Times New Roman 8pt）
Email: kokusaitarou@kokusai.net (Emai連絡先：Times New Roman 8pt)
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